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市の動き市の動き市の動き

県市町村 陸前高田市 宮城県 福島県 合計
世帯 ８(0) ８(0) ８(0) 79(-1)

人数 10(0) 11(0) 19(0) 139(-2)

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市
世帯 １(-1) 11(0) 22(0) 14(0) ７(0)

人数 ２(-2) 22(0) 36(0) 27(0) 12(0)

※( )は前月比。市で把握している人数です。市内に避難して
いる人で、まだ北上市に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　   (10月31日現在)
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北
上
学
童
保
育
所(

平
野
明
紀

会
長)

つ
く
し
ク
ラ
ブ(

黒
沢
尻
北

小
学
校
区)

の
新
築
工
事
安
全
祈

願
祭
は
10
月
28
日
、
建
設
予
定
地

の
旧
常
盤
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
起
工
式
に
は
建
設
事
業
者
の

(

株)

佐
藤
組
な
ど
工
事
関
係
者
の

ほ
か
、
及
川
義
明
副
市
長
や
同
学

童
保
育
所
の
平
野
会
長
、
黒
沢
尻

21
区
区
民
協
議
会
会
員
な
ど
約
20

人
が
出
席
。
式
典
で
は
、
関
係
者

が
玉
串
を
捧
げ
る
な
ど
工
事
の
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
北
上
学
童
保
育
所
つ
く

し
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
53
年
の
黒
沢

尻
北
小
学
校
開
校
に
伴
い
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
近
年
、
共
働
き
家
庭

の
増
加
な
ど
で
入
所
児
童
が
増
え

て
お
り
、
十
分
な
生
活
す
る
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
を
行

う
も
の
で
す
。
現
在
の
学
童
保
育

所
に
隣
接
す
る
市
所
有
の
土
地
に
、

くわ入れを行う及川副市長

木
造
平
屋
建
て
の
施
設(

延
べ
床

面
積
４
９
９
・
２
６
平
方
㍍)

を

市
が
建
設
。
北
上
学
童
保
育
所
が

運
営
を
行
い
ま
す
。
建
物
内
に
は

保
育
室
４
室
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
や

静
養
室
も
備
え
る
予
定
で
す
。
入

所
児
童
数
は
１
９
０
人
を
超
え
、

県
内
最
大
規
模
の
学
童
保
育
所
と

し
て
来
年
度
に
開
所
予
定
で
す
。

北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い

　
郷
土
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
北
上
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
首
都
圏
在
住
者
で
組
織

さ
れ
る｢
北
上
ふ
る
さ
と
会｣(

渡

邊
嘉
二
郎
会
長)
は
５
日
、
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
事
業
報
告
な
ど
総
会
を
行
っ
た

後
、
ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会

が
方
言
で
民
話
を
披
露
。
懐
か
し

い
言
葉
に
参
加
者
は
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
二
子

流
東
京
鬼
剣
舞
の
舞
を
観
賞
し
、

１
６
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
北

上
お
で
ん
せ
を
踊
る
な
ど
会
場
は

ふ
る
さ
と
の
空
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

大勢の参加者でにぎわった、北
上ふるさと会の集い

　
北
上
し
ら
ゆ
り
大
使
懇
談
会
は

５
日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は

12
人
の
大
使
の
ほ
か
任
期
を
満
了

し
た
大
使
４
人
が
参
加
。
市
の
近

況
報
告
と
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
提
言
、

情
報
交
換
や
任
期
満
了
者
へ
の
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
上
し
ら
ゆ
り
大
使
懇
談
会　

し
ら
ゆ
り
大
使
は
、
市
の
発
展

に
役
立
つ
情
報
の
提
供
や
助
言
を

す
る
役
割
を
担
う
ほ
か
、
市
に
関

す
る
情
報
を
首
都
圏
で
発
信
し
て

い
ま
す
。
北
上
市
出
身
ま
た
は
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
首
都
圏
在
住
の

19
人
に
７
月
24
日
付
け
で
、
第
９

次
北
上
し
ら
ゆ
り
大
使
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

◆しらゆり大使(敬称略)
氏名 役職など

伊藤　淳
きよし

東海商船(株)元代表取締役相談役
大杉　悦子 (有)大杉ニット主宰
岡崎　朋美 元スピードスケート選手
小笠原　倫

みちあき

明 損害保険ジャパン日本興亜(株)顧問、(一財)日本ITU協会理事長
小笠原　亘 ＴＢＳアナウンサー

折笠　英夫 杉産業(株)会長、岩手県人連合会顧問、北上ふるさと会名誉会長、在
京北上産業人会名誉会長

加藤　ゆりいか 女性民俗学研究会会員、ふるさと北上民話研究会副会長
黒田　佳

よ し こ

子 詩人
斎藤　環 筑波大学医学医療系社会精神保健学教授、精神科医
佐藤　和弘 元気配達人(タレント)、元プロ野球選手
清水　孝

た か こ

子 本牧亭合同会社代表
千　昌夫 演歌歌手
掘江　朋子 作家、日本文藝家協会会員、｢文芸復興｣代表、口内ふるさと大使
三田　善太郎 在京専修大学北上高等学校同窓会元会長
三田　紀

のりふさ

房 漫画家
三堀　裕

ひ ろ お

雄 旅行ライター＆エディター、ｍ２代表、岩手銀河系ふるさと大使
八重樫　東

あきら

プロボクサー
吉井　一弥 ＮＰＯ法人日本防災士機構総務理事

渡邊　嘉二郎 法政大学名誉教授、工学博士・博士(医学)・技術士、北上ふるさと会
会長、市産業振興アドバイザー
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い
た
。

　
友
好
都
市
の
ブ
ー
ス
は
一
列
に

連
な
っ
て
お
り
、
我
が
ブ
ー
ス
に

ど
れ
だ
け
の
列
が
で
き
る
の
か

少
々
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

見
事
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
た
。

生
産
者
で
あ
る
口
内
町
の
昆
野
さ

ん
に
よ
る
と
、
列
は
い
つ
も
の
こ

と
で
、
流
山
市
民
の
皆
さ
ん
は
北

上
産
り
ん
ご
の
お
い
し
さ
を
良
く

知
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
ま
で
１
０
０
箱
用
意
し
て
い

た
り
ん
ご
を
今
回
は
１
３
０
箱
用

意
し
た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
午

前
中
に
完
売
と
な
り
、
今
年
も
ま

た
午
後
に
来
場
し
た
お
客
さ
ま
に

は
大
変
申
し
訳
な
い
事
を
し
た
。

　
先
般
、
江
刺
り
ん
ご
の
初
競
り

が
行
わ
れ
、
ご
祝
儀
相
場
で
一
箱

１
３
０
万
円
の
値
が
つ
い
た
と
の

報
道
を
耳
に
し
た
が
、
元
々
は
口

内
か
ら
伝
わ
っ
た
り
ん
ご
だ
と
の

説
が
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
北
上
産

り
ん
ご
の
こ
の
人
気
も
納
得
で
き

る
。
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
い
わ

て
大
会
で
お
見
え
に
な
っ
た
皇
室

の
皆
さ
ま
が
お
い
し
い
と
言
っ
て

く
だ
さ
っ
た
り
ん
ご
で
も
あ
る
。

数
が
そ
ろ
え
ば
ブ
ラ
ン
ド
化
も
可

能
か
も
知
れ
な
い
、
な
ど
と
仕
事

柄
つ
い
考
え
て
し
ま
う
。
と
も
あ

れ
、
皆
さ
ん
に
も
ご
当
地
北
上
産

り
ん
ご
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
頂
き
た
い
。

　
10
月
末
、
流
山
市
民
ま
つ
り
に

初
め
て
参
加
し
た
。
千
葉
県
流
山

市
は
正
式
に
友
好
都
市
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
昭
和
50

年
代
か
ら
40
年
も
の
長
い
間
、
交

流
が
続
い
て
い
る
都
市
で
あ
る
。

故
斎
藤
五
郎
元
市
長
が
市
長
会
で

た
ま
た
ま
流
山
市
長
に
北
上
産
り

ん
ご
の
自
慢
話
を
し
た
の
が
き
っ

か
け
だ
そ
う
だ
。
以
後
、
流
山
市

民
ま
つ
り
に
は
毎
年
、
北
上
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
会
場
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
前
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
広
場
で
あ

る
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
は
会
場
に

隣
接
す
る
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
も
含
め
て
満
席

状
態
の
中
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
の

後
、
飛
騨
市
や
信
濃
町
な
ど
、
他

の
友
好
都
市
と
共
に
当
市
も
紹
介

を
受
け
、
あ
い
さ
つ
の
機
会
も
頂

流
山
市
民
ま
つ
り

償却資産(固定資産税)の申告を忘れずに

問い合わせ　資産税課　☎72-8212

個人・法人の事業主の皆さんへ

　市内で事業を行っていて、家屋以外の事業用の償却資産(構築物や設備、機械、備品など)を所有し

ている人は、所得税、法人税の申告とは別に償却資産(固定資産税)の申告が必要です。

答：地方税法により、毎年１月１日における事業
用の償却資産について、その所在地の市町村に申
告する必要があります。所得税法または法人税法
の所得の計算上、減価償却の対象となる事業用資
産が申告の対象です。

問：償却資産の申告はしないといけないのですか

答：売電を主な目的としたものは申告が必要です。
ただし、家庭用に使用した余り(余剰電力)を売電
している人は申告の対象外となる場合があります。
申告の際には架台、接続ユニット、電力量計など
発電に必要なすべての設備のほか、設置に要した
工事費を申告してください。

問：耕作していない畑に太陽光発電設備を設置し
て売電をしています。申告は必要ですか

問：耐用年数７年の農業用機械を所有しています。
償却資産(固定資産税)の申告をする期間は７年だけ
でよいですか

答：事業に使用している間は課税対象となります
ので、耐用年数の長さに関わらず申告が必要です。

問：申告の方法を教えてください

答：市内で事業をしている人に申告書を送付します。
償却資産の有無にかかわらず、送付された申告書は
必ず提出をお願いします。申告書が届かない人や新
たに事業を始めて償却資産を所有した人は資産税課
へご連絡ください。本年度の申告日程などは次のと
おりです。

【申告書】12月２日(金)発送予定
【対　象】工場、賃貸業、農業、飲食店、商店  
　　　　　などを営んでいて、事業用償却資産
　　　　　を所有している個人・法人
【申　告】１月31日(火)までに同課へ

■償却資産の例
業種 　主な償却資産

 賃貸アパートの経営
 舗装路面、フェンス、植栽、エアコン、
 太陽光発電設備など

 貸駐車場の経営  舗装路面、フェンス、車止めなど

 飲食店  看板、厨房機器、接客用家具など

 理容・美容業  看板、サインポール、理美容機器など

 工場  プレス機、金型、溶接機、発電機など

 農業  乾燥機、もみ摺機、ビニールハウスなど

 太陽光発電事業  架台、電力量計、設置に要した工事費など


